
　大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校
・
高
校
は
、
旧
帝
大
な

ど
の
最
難
関
国
立
大
学
に
合
格
者
を
毎
年
送
り
出
す
県

内
屈
指
の
進
学
校
だ
。
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
育
て
る
べ
く
、「
世
界
標
準
の
学
力
」「
世
界
標
準
の

人
間
力
」「
凛り

ん

と
し
た
生
活
態
度
を
基
盤
と
し
た
自
律

力
」
の
総
合
的
な
向
上
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　「世
界
標
準
の
学
力
」
は
多
様
な
資
質
・
能
力
か
ら

成
る
と
、
曽そ

根ね

﨑ざ
き

靖や
す
し

校
長
は
語
る
。

　「変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
従
来
に
は
な

か
っ
た
課
題
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
む
上
で
必
要
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
単
に
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
だ

校訓に「感動　理知　友愛」を掲げ
る。国際社会で活躍できるよう、
高い志を抱き、主体的に学び、行
動する生徒の育成に力を入れてい
る。２００７年度、同県立大分豊府
中学校を併設し、併設型中高一貫
校となった。

設立	 １９８６（昭和６１）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 中学校１学年約１２０人、高校１学年約２８０人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、一橋大、
京都大、九州大、大分大などに１６５人が合格。私立大は、慶應
義塾大、早稲田大、同志社大、立命館大、関西学院大などに延べ
２１３人が合格。

住所	 〒８７０ー０８５４　大分県大分市大字羽屋６００ー１

電話	 ０９７ー５４６ー２２２２

Web site	 	http://kou.oita-ed.jp/oitahoufu/index.html

No.258

P R O F I L E

生
徒
の
多
様
な
資
質
・
能
力
を
高
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す

「
世
界
標
準
の
学
力
」の
育
成
に

向
け
、中
・
高
の
教
師
が
目
線
を

合
わ
せ
た
指
導
改
善
を
推
進

大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校
・
高
校

多
様
な
資
質・
能
力
の
育
成

変革のステップ

•２０１４年度、大分県教育委員会から思考力・判断
力・表現力の育成についての研究指定を受けたこ
とをきっかけに、多様な資質・能力から成る「世界
標準の学力」の育成を強化することを目指す

背景と課題

実践内容

• 自分の考えを練り上げ、適切に言語化する生徒や、
自分の強みや課題を意識して学習する生徒が増加

成果と展望

•「主体的・対話的で深い学び」の推進　全学年の
全教科・科目で「主体的・対話的で深い学び」の視
点からの授業づくりを推進。思考力・判断力・表
現力を評価するルーブリックを作成し、全教科・科
目で定期考査の出題を工夫したり、独自のアセスメ
ント「ＪＥＴテスト」（＊１）を開発したりするなど、
指導と評価の一体的な改善に力を入れる

•６年間を通した探究学習を導入　生徒の学びに向
かう力を高めることを目指し、中高６年間をかけて
取り組む探究学習「ミラNavi」（＊２）を始める

•主体的学習への意識づけを強化　高校では、自分
の必要に応じた学習計画をスケジュール帳「きせき
ノート」（＊３）に立てるよう指導

＊１　思考力・判断力・表現力を測るアセスメント。「Judgement」「Expression」「Thinking」の頭文字を取って命名。
＊２　「未来Navigation」の略称。
＊３　名称には、「日々の軌跡の振り返りを次の行動に生かすことが、奇跡的な成果につながる」という意味が込められている。
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け
で
は
な
く
、
知
識
・
技
能
を
臨
機
応
変
に
活
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
考
え
方
の
異
な

る
他
者
と
協
働
で
き
る
よ
う
、
多
様
性
へ
の
理
解
を

深
め
た
り
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
す
粘
り
強
さ
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
必
要
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
様
々
な
資
質
・
能
力
の
育

成
を
大
切
に
す
る
と
い
う
方
針
は
、
大
学
入
試
改
革

や
次
期
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
も
合
致

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
同
県
教

育
委
員
会
の
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す

る
た
め
の
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
に
つ
い
て
の
実
践
研

究
」
事
業
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
世

界
標
準
の
学
力
」
の
育
成
を
強
化
。
全
校
体
制
で
指
導

改
善
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
で
き
る

よ
う
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
づ
く
り
だ
。
全
学
年

の
全
教
科
・
科
目
の
授
業
で
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促

し
た
り
、
話
し
合
い
や
発
表
を
さ
せ
た
り
す
る
場
面
を

積
極
的
に
設
定
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
推
進
し

た
こ
と
で
、
教
師
に
よ
る
解
説
や
板
書
の
時
間
が
短
く

な
り
、
生
徒
の
協
働
学
習
な
ど
に
よ
り
多
く
の
時
間
を

充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル

を
変
え
る
こ
と
に
戸
惑
う
教
師
も
い
た
が
、
次
第
に
前

向
き
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

週
１
回
、
教
科
ご
と
に
中
・
高
の
全
教
師
が
集
ま
る
合

同
教
科
会
議
な
ど
、
中
・
高
が
連
携
し
て
指
導
を
検
討

す
る
機
会
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
、

教
務
領
域
主
任
の
西
裕
一
郎
先
生
は
振
り
返
る
。

　「中
・
高
の
教
師
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
中
学
校

籍
の
教
師
は
、
高
校
籍
の
教
師
の
強
み
で
あ
る
専
門

性
の
高
い
指
導
を
、
高
校
籍
の
教
師
は
、
中
学
校
籍

の
教
師
の
強
み
で
あ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
学
び
合

え
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
教
師
の
発
問
の
仕
方
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
な
ど
を
見
る
機
会
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
に
自
分

の
指
導
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
」

　
新
し
い
授
業
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
の
評
価
の
基
準
や
観
点
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
合
同
教
科
会
議
で
議
論
を
重

ね
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　「ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
検
討
を
通
し
て
、
教
科
団
と

し
て
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
し
た

い
の
か
、
共
通
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

根
本
的
な
議
論
を
行
っ
た
こ
と
で
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
で
は
な
く
、『
育
て
た
い
生
徒
像
』
も
共
有

中
・
高
の
教
師
が
互
い
の
指
導
の
強
み
を

学
び
合
い
、新
し
い
授
業
づ
く
り
を
推
進

進
路
領
域
主
任

中
原
久
典
　な
か
は
ら
・
ひ
さ
の
り

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
数
学
科
。

「『
立
た
さ
れ
た
所
で
泉
を
掘
る
』。
ど
の
よ
う
な
状

況
で
も
前
向
き
に
挑
戦
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
科
統
括
領
域
主
任

池
邉
良
介
　い
け
べ
・
り
ょ
う
す
け

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国
語
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
生
徒
と
と
も
に
成
長
す
る

教
師
で
あ
り
た
い
」

校
長曽

根
﨑
　靖
　そ
ね
ざ
き
・
や
す
し

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
自
ら

の
素
直
さ
や
他
者
へ
の
誠
実
さ
、
そ
し
て
粘
り
強
い

努
力
は
、
す
べ
て
の
可
能
性
へ
の
扉
を
開
く
」

教
務
領
域
主
任

西
　裕
一
郎
　に
し
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
。「
人
は
魂
の
耕
作
者
な
り
。
一
授
業

者
と
し
て
、
日
々
の
研け

ん

鑽さ
ん

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
」

大分豊府中学校・高校が大切にする３つの力（２０１９年度）図１

＊学校資料を基に編集部で作成。

凛とした生活態度を基盤とした自律力
誠実・素直な心　
•傾聴力　•清掃力　•挨拶力　など

→生徒指導を中心に育成

世界標準の学力
新しい時代に必要な資質・能力　
•知識・技能の習得
•思考力・判断力・表現力
•学びに向かう力・人間性　など

→授業を中心に育成

世界標準の人間力
体験活動で育む心身のたくましさ　
•感動する力と心
•豊かな感性
•困難に打ち勝つ力（レジリエンス）　など

→学校行事・生徒会活動・部活動を
　中心に育成
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さ
れ
、
中
・
高
の
教
師
間
で
目
線
の
合
っ
た
指
導
改

善
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
西
先
生
）

　
授
業
づ
く
り
の
進
展
に
伴
い
、
定
期
考
査
で
も
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
測
る
問
題
を
課
す
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
は
、
全
教
科
・
科
目
で
毎
回
必
ず
出
題
し
て

い
る
。国
語
で
は
記
述
式
問
題
を
工
夫
し
て
い
る
と
、教

科
統
括
領
域
主
任
で
国
語
科
の
池い

け

邉べ

良
介
先
生
は
話
す
。

　「
以
前
の
定
期
考
査
で
も
記
述
式
問
題
を
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
授
業
で
の
学
習
内
容
を
覚
え
て
い
れ

ば
対
応
で
き
る
問
題
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
授
業
で
扱
っ
た
内
容
に
関
連
す
る
別
の
内
容

を
出
題
す
る
な
ど
（
図
２
）、
生
徒
に
そ
の
場
で
考

え
さ
せ
る
問
題
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
客
観
的
な
指
標
で
把

握
で
き
る
よ
う
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
活
用
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
中
学
校
で
「
中
学
総
合
学
力
調
査
」（
＊

４
）
を
導
入
し
、
そ
の
結
果
を
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
17
年
度
か
ら
は
、
国
語
、
地
理
歴
史
・

公
民
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
各
教
科
の
合
同
教
科
会

議
で
独
自
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
テ
ス
ト
」
の
開

発
に
着
手
。
18
年
度
に
、
中
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

を
対
象
と
し
て
１
回
実
施
し
た
。
19
年
度
か
ら
は
全
学

年
で
年
１
回
実
施
す
る
予
定
だ
。

　「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
よ
り
求
め
ら
れ

る
『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
指
導
改
善
を
図
る
た
め
、
生
徒
の
実
態
把
握
を
強

化
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
同
テ
ス
ト
の
試
行
調
査

の
問
題
を
分
析
し
な
が
ら
、『
Ｊ
Ｅ
Ｔ
テ
ス
ト
』
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
」（
池
邉
先
生
）

　
18
年
度
か
ら
は
、「
世
界
標
準
の
学
力
」
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
に
、
２
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
１
つ
め
は
、
課
題
発
見
力
と
問
題
解
決
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
中
高
６
年
間
を
か
け
て
行
う
探
究
学

習
「
ミ
ラN

avi

」
だ
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

中
心
に
、
中
学
１
年
次
〜
高
校
２
年
次
ま
で
は
、「
大

分
県
」「
地
域
と
の
共
生
」
と
い
っ
た
段
階
的
な
テ
ー

マ
の
下
、
グ
ル
ー
プ
で
文
献
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
や
社
会
の
課
題
を
探
り
な

が
ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
具
体
的
な
方
策
を
考
え
る
。

そ
の
内
容
は
定
期
的
に
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
、
ク

ラ
ス
や
学
年
集
会
で
発
表
す
る
。

　「
社
会
に
出
れ
ば
、
他
者
か
ら
の
指
示
に
従
う
だ

け
で
は
な
く
、
主
体
的
に
課
題
を
見
つ
け
、
問
題
解

決
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
自
身

が
『
問
い
を
生
み
出
す
』
練
習
を
積
め
る
よ
う
、『
ミ

ラN
avi

』
を
始
め
ま
し
た
。
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
活

動
を
通
し
て
、
１
つ
の
テ
ー
マ
で
も
、
問
い
の
立
て

方
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
の
見
方
が
で
き
る
こ
と
に
気

づ
き
、
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
」（
池
邉
先
生
）

　
学
校
行
事
の
内
容
も
、「
ミ
ラN

avi

」
の
趣
旨
に
応

じ
て
見
直
し
た
。
例
え
ば
、
高
校
２
年
次
に
カ
ナ
ダ
に

行
く
修
学
旅
行
で
は
、
文
化
の
違
い
や
国
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
現
地
の
大
学

生
や
高
校
生
と
の
交
流
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。

　
そ
し
て
、
高
校
３
年
次
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ま
で
に
探
究
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
自
分
の
目
指

す
社
会
貢
献
に
つ
い
て
の
論
文
を
作
成
す
る
。
そ
れ
に

は
、
広
い
視
野
か
ら
社
会
を
捉
え
、
将
来
の
目
標
を
考

え
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

客
観
的
に
把
握
し
、指
導
改
善
に
生
か
す

探
究
学
習
で
課
題
発
見
力
を
育
み
、

生
徒
に
将
来
の
目
標
を
考
え
さ
せ
る

２０１８年度３学年１学期末考査の国語（現代文）の問題と解答例・採点基準（抜粋）図２

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊４　ベネッセのアセスメントの１つで、「教科の思考力・判断力・表現力」を測定し、レベル別・段階別評価を行うテスト。国語・数学・英語に加え、教科融合型のテス
トも含まれる。

課題文の冒頭では、「誰かとつながっていた
い」という思いを持つ人々が電車の中で携
帯電話をチェックする姿が取り上げられて
いるが、この現象についてＡさんが次のよ
うに疑問を述べた。その疑問に対して筆者
の立場から５０字以内で答えよ。

Ａさんの疑問　「誰かとつながっていたい」
という思いを持っているのなら、実際に会っ
て話をすればよいのではないか。携帯電話
でつながろうとするから、一層うわべだけ
のつき合いになって自己存在感が得られな
いのではないだろうか。

問い [６点 ] 解答例・採点基準

◎解答例
•自己存在感の危機を恒常的に感じている
ので、うわべだけでも、常に誰かとつながっ
ていたいと考えるため。

◎採点基準
a …生活上のコンテクストの喪失、自己存
在の危機・喪失という状況を踏まえている。
b…携帯電話の特質（「常時」「手軽に」「遠
くの人と」「幅広く」つながることができる）
が、実際に会うことより有効であることが
示されている。
※ａ・ｂ各３点。ｂがなければ全体０点。ａと
ｂの論理的齟齬は２点減。文末不備は１点減。

a

b
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２
つ
め
の
取
り
組
み
は
、
高
校
に
お
い
て
主
体
的
に

学
習
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
、
学
習
計
画
作

成
指
導
だ
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
教
師
に
指
示
さ
れ
た
学
習
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
が
、
指
示
を
受
け
て
動
く

だ
け
で
は
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
は
務
ま
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
本
校
が
目
指
す
の
は
『
世
界
標
準
の
学

力
』
で
す
。
生
徒
に
は
、学
習
の
必
要
性
を
自
覚
し
、

学
習
を
通
し
て
、
自
分
の
強
み
を
伸
ば
し
た
り
、
苦

手
を
克
服
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
曽
根
﨑
校
長
）

　
18
年
度
に
は
、
全
教
科
・
科
目
で
課
題
の
分
量
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
生
徒
が
自
分
で
時
間
を
管
理
す
る

習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う
、
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
毎
週
の
学
習
計
画

を
立
案
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
が
自
己
管
理
の
一
環

と
し
て
以
前
か
ら
活
用
し
て
い
た
も
の
で
、
週
ご
と
に

自
分
の
目
標
を
書
く
欄
や
、
毎
日
の
学
習
時
間
を
記
録

す
る
欄
な
ど
か
ら
成
る
。
毎
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
担

任
が
回
収
し
、
内
容
を
点
検
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た

後
、
生
徒
に
返
却
し
て
い
る
。
19
年
度
か
ら
は
、
生
徒

が
自
分
に
必
要
な
学
習
を
よ
り
意
識
で
き
る
よ
う
改
編

し
（
図
３
）、
毎
日
の
学
習
で
主
体
的
に
取
り
組
み
た

い
教
科
・
科
目
と
そ
の
内
容
を
書
く
欄
な
ど
を
新
設
し

た
。
進
路
領
域
主
任
の
中
原
久ひ

さ

典の
り

先
生
は
、「
き
せ
き

ノ
ー
ト
」
の
役
割
を
こ
う
述
べ
る
。

次
に
は
、「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
計
画
を
立
て
た
教
科
・

科
目
の
主
体
的
学
習
を
中
心
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に

し
た
。
金
曜
日
は
、
全
学
年
で
翌
週
の
計
画
立
案
の
時
間

と
し
、「
き
せ
き
ノ
ー
ト
」
に
目
標
の
達
成
状
況
や
日
々

の
学
習
の
中
で
感
じ
た
課
題
を
書
く
と
と
も
に
、
翌
週

の
目
標
と
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
て
い
る
。

　「
以
前
か
ら
、
自
分
の
強
み
と
課
題
を
踏
ま
え
て

学
習
計
画
を
立
て
、
実
践
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

全
生
徒
が
そ
う
し
た
主
体
的
な
学
習
を
確
立
し
、
メ

タ
認
知
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
中
原
先
生
）

　
一
連
の
指
導
改
善
を
通
し
て
、
生
徒
に
は
多
様
な
資

質
・
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
考
え

を
整
理
し
、
堂
々
と
述
べ
ら
れ
る
生
徒
が
全
学
年
で
増

え
た
。
高
校
で
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
教
師
に
質

問
を
し
た
り
、
始
業
前
や
放
課
後
に
自
習
を
し
た
り
す

る
生
徒
が
多
く
な
り
、
主
体
的
な
学
習
が
定
着
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今
後
は
指
導
改
善
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
決
意
だ
と
、
曽
根
﨑
校
長
は
語
る
。

　「
指
導
改
善
は
、
生
徒
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
て

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
変

化
が
急
速
に
進
む
社
会
で
は
、
そ
の
必
要
性
が
さ
ら

に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
本
校
に
は
、
中
・
高
の
教
師

が
協
働
し
て
指
導
力
を
高
め
る
と
い
う
文
化
が
根
づ

い
て
い
ま
す
。
よ
い
伝
統
を
継
承
し
、
今
後
も
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「『
き
せ
き
ノ
ー
ト
』
に
は
、
担
任
と
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
の
変
化
を
早
く
、
適
切
に
把
握
し
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
褒
め
、
課
題
が
あ
れ
ば
励
ま
す
担

任
が
目
立
ち
ま
す
。
担
任
か
ら
の
声
か
け
に
よ
り
、

学
習
に
意
欲
的
に
な
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
関
係
を
生
か
し
、見
え
に
く
い
資
質
・

能
力
で
あ
る
『
学
び
に
向
か
う
力
』
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
19
年
度
か
ら
は
、
各
学
年
の
単
位
数
を
以
前
の
35
単

位
か
ら
32
単
位
へ
変
更
し
、
生
徒
が
自
由
に
使
え
る
時

間
を
増
や
し
、
高
校
の
全
学
年
で
毎
日
の
始
業
前
８
時

00
分
〜
８
時
20
分
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「H

ofu T
im

e

」

の
内
容
も
工
夫
し
た
。
具
体
的
に
は
、
週
に
１
回
、Ｎ

Ｉ
Ｅ（
＊
５
）を
取
り
入
れ
、高
校
１
年
次
に
は
、英
語
の

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
る
が
、
高
校
２・３
年

大分県立大分豊府中学校・高校

生
徒
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
指
導
を
追
究
し
て
い
き
た
い

＊５　News paper In Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。

「きせきノート」（２０１９年度版）図３

＊学校資料を基に編集部が一部改編。図３に示した「きせきノート」
のページの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://
berd.benesse.jp）でダウンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→
高校向け」でご覧ください。

毎日の学習時間を記録する欄には、自分で見つけた課題
に取り組んだ時間を記入する「主体的学習時間」の項目
を新設した。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
改
良
し
、

主
体
的
学
習
に
こ
だ
わ
ら
せ
る
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